
七
三

新
出
資
料
の
紹
介
「
川
上
左
七
郎
宛
新
島
襄
書
簡
」

新
出
資
料
の
紹
介
「
川
上
左
七
郎
宛
新
島
襄
書
簡
」

布

施

智

子

二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
八
月
、
東
京
都
狛
江
市
在
住
の
西
村
守
史
氏
か
ら
、
新
島
襄
書
簡
を
ご
所
蔵
で
あ
る
旨
、
情
報

が
寄
せ
ら
れ
た
。
西
村
氏
よ
り
の
連
絡
を
受
け
、
資
料
調
査
へ
伺
い
、
当
該
書
簡
を
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
ご
寄
贈
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
書
簡
は
、
西
村
氏
の
義
伯
母
に
あ
た
る
福
並
郷
子
氏
の
所
蔵
で
、
も
と
は
郷
子
氏
の
父
で
あ
る
故
・
福

並
定
雄
氏
（
一
八
八
七
～
一
九
五
九
）
か
ら
郷
子
氏
へ
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
定
雄
氏
は
、
生
前
フ
リ
ー
の
ラ
イ
タ
ー
、

編
集
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
前
は
徳
富
蘇
峰
（
猪
一
郎
）
が
主
宰
す
る
民
友
社
の
社
員
で
も
あ
っ
た
。
郷
子
氏
が

定
雄
氏
か
ら
引
き
継
い
だ
資
料
群
の
な
か
に
は
、
新
島
襄
書
簡
以
外
に
、
伊
藤
博
文
や
山
縣
有
朋
を
は
じ
め
と
し
た
名
士
の
書
簡

も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
民
友
社
時
代
に
定
雄
氏
が
入
手
し
た
も
の
、
民
友
社
か
ら
引
き

継
い
だ
も
の
、
も
し
く
は
民
友
社
を
去
っ
た
後
に
個
人
で
収
集
し
た
も
の
と
も
推
測
で
き
る
。

今
回
、
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
簡
は
、
新
島
襄
が
川
上
左
七
郎
へ
宛
て
た
書
簡
で
、
そ
の
内
容
は
、
同
志
社
大
学
設
立
運
動
に

際
し
て
、
三
百
円
の
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
（
九
月
四
日
付
）
で
あ
る
。『
新
島
襄
全
集
』
に
は
未
収
録
の
書

簡
で
、
今
回
が
新
出
と
な
る
。
本
文
の
読
み
下
し
は
、
以
下
の
通
り
（
翻
刻
は
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
の
露
口
卓
也
文

学
部
教
授
に
よ
る
）。



七
四

新
出
資
料
の
紹
介
「
川
上
左
七
郎
宛
新
島
襄
書
簡
」

【
封
筒
】

表
　
　

川
上
左
七
郎
殿

　
　
　
　
　
　

貴
酬

裏
　
　

同
志
社

　
　
　

新
島
襄

　
　
　

廣
瀬
源
三
郎
氏
ニ
托
ス

【
本
文
】

御
書
落
掌
敬
て

拝
讀
仕
候
陳
者
兼
々

御
賛
成
相
願
上
所

之
敝
社
大
学
へ

金
参
百
円
御
投
与

ニ
成
右
送
金
手
形

正
ニ
落
手
仕
御
好
意



七
五

新
出
資
料
の
紹
介
「
川
上
左
七
郎
宛
新
島
襄
書
簡
」

之
程
深
く
奉
拝
謝
候

何
レ
拝
眉
之
上
萬
々

御
禮
開
陳
可
仕
候

右
者
御
受
迄
匆
々

　
　
　
　
　

敬
具

　　
　

九
月
四
日

　
　
　
　
　
　

新
島
襄

川
上
左
七
郎
殿

　
　
　
　

梧
下

尚
々
別
紙
受
取
証

御
落
掌
可
被
賜
候

川
上
左
七
郎
（
一
八
五
一
～
一
九
一
七
）
は
、
鹿
児
島
出
身
の
実
業
家
で
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
六
月
か
ら
二
代
目
の

日
本
銀
行
大
阪
支
店
長
を
務
め
、
そ
の
後
同
銀
行
監
事
も
務
め
た
人
物
で
あ
る

１
。
ま
た
、
大
阪
支
店
長
時
代
に
は
日
本
生
命
保
険



七
六

新
出
資
料
の
紹
介
「
川
上
左
七
郎
宛
新
島
襄
書
簡
」

会
社
の
設
立
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

川
上
か
ら
は
、
送
金
手
形
に
よ
る
寄
附
金
と
と
も
に
書
簡
が
送
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
来
簡
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
川
上
は
、
新
島
の
畢
生
の
事
業
で
あ
る
大
学
設
立
運
動
に
賛
同
し
、
三
百
円
の
寄
附
金
を
寄
せ
て
い
る
。
大
学
設
立
の
た

め
の
寄
附
金
は
、
十
銭
以
上
で
あ
れ
ば
受
け
付
け
ら
れ
、
一
口
あ
た
り
の
金
額
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
人

当
た
り
の
寄
附
金
額
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
三
百
円
と
い
う
金
額
は
、
京
都
府
知
事
の
北
垣
国
道
や
、
政
治
家
で
あ
り

同
志
社
社
員
で
も
あ
っ
た
中
村
栄
助
ら
と
同
額
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
に
新
島
自
身
が
手
書
き
の
礼
状
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
あ
る
程
度
大
口
の
寄
附
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

川
上
左
七
郎
の
名
前
は
、同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
同
志
社
大
学
義
捐
金
姓
名
帳　

第
二
回
募
集
之
分
」

（
以
下
「
第
二
回
募
集
之
分
」
と
略
称
す
る
）
と
「
各
府
縣
別
調　

同
志
社
大
学
義
捐
金
者
名
簿
」（
以
下
「
各
府
縣
別
調
」
と
略

称
す
る
）
で
も
確
認
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
当
書
簡
が
書
か
れ
た
年
代
を
特
定
し
た
い
。
ま
ず
、「
各
府
縣
別
調
」
は
、

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
一
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
名
簿
で
、
各
府
県
別
に
、
寄
附
金
額
（
申
込
金
額
、
実
際
の
振
込
金
と
残
額
）、

住
所
、
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
川
上
の
名
前
は
、
大
阪
府
下
の
項
に
あ
り
、
申
込
金
と
振
込
金
と
も
に
三
百
円
、
所
属
は
「
大

阪
日
本
銀
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
第
二
回
募
集
之
分
」
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
五
月
以
降
の
応
募
者
名
と
金
額
を

記
録
し
た
名
簿
で
あ
る
。
簿
冊
の
前
半
部
の
一
八
八
九
年
と
考
え
ら
れ
る
記
録
の
並
び
に
、
九
月
四
日
の
日
付
と
と
も
に
川
上
の

名
前
が
確
認
で
き
る
。

大
学
設
立
運
動
（
具
体
的
に
は
寄
附
金
の
募
集
）
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
十
一
月
七
日
に
全
国
の
主
要
な
新
聞
、

雑
誌
に
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」（
以
下
「
旨
意
」
と
略
称
す
る
）
が
掲
載
さ
れ
て
か
ら
、全
国
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
寄
附
金
募
集
の
締
切
期
限
は
、
一
八
八
九
年
四
月
三
十
日
と
設
定
さ
れ
て
い
る

２
。
こ
の
間
の
応
募
者
の
記
録
は
「
同
志
社
大



七
七

新
出
資
料
の
紹
介
「
川
上
左
七
郎
宛
新
島
襄
書
簡
」

学
義
捐
者
名
簿
」
に
あ
る
が
、
川
上
の
名
前
は
見
当
た
ら
な
い
。
寄
附
金
募
集
は
締
切
期
限
を
過
ぎ
た
一
八
八
九
年
五
月
以
降
も

引
き
続
い
て
進
め
ら
れ
、
そ
の
間
の
記
録
が
「
第
二
回
募
集
之
分
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
簿
冊
か
ら
、
川
上
は

一
八
八
九
年
五
月
以
降
に
行
わ
れ
た
第
二
回
の
募
集
で
寄
附
金
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
第
二
回
の
募
集
の
期
間
の
う
ち

で
、
新
島
が
自
筆
の
礼
状
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
最
晩
年
の
み
で
あ
り
、
当
書
簡
は
、
一
八
八
九
年
九
月
四
日
に
書
か
れ
た

こ
と
が
特
定
で
き
る
。

一
八
八
九
年
と
い
え
ば
、
新
島
は
静
養
の
た
め
に
滞
在
し
て
い
た
神
戸
の
借
家
で
新
年
を
迎
え
た
年
で
あ
る
。
医
師
の
勧
め
に

よ
っ
て
、
京
都
の
寒
さ
を
避
け
る
た
め
の
神
戸
滞
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
も
、
新
島
は
大
学
設
立
運
動
を
精
力
的
に
展
開
し
て

い
た
。
大
阪
で
の
運
動
を
「
同
志
社
大
学
設
立
募
金
日
誌
」（
以
下
「
日
誌
」
と
略
称
す
る
）
で
追
う
と
、
な
か
で
も
目
立
っ
た
動

き
と
言
え
る
の
が
、
一
八
八
九
年
二
月
六
日
に
代
理
人
を
通
し
て
住
友
家
の
当
主
・
吉
左
衛
門
か
ら
三
千
円
と
い
う
高
額
の
寄
附

申
し
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る

３
。
ま
た
、
七
月
二
十
四
日
に
は
、
高
島
鞆
之
助
陸
軍
中
将
、
児
島
惟
兼
控
訴
院
長
、
遠
藤
謹
助

造
幣
局
長
、
西
村
捨
三
知
事
ら
大
阪
の
有
力
者
と
の
集
会
が
行
わ
れ
た
り
、
八
月
十
六
日
に
は
、
大
阪
市
会
議
事
堂
に
て
休
憩
中

の
市
会
議
員
に
向
け
て
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
な
ど
、
新
島
自
身
も
募
金
を
集
め
る
た
め
に
奔
走
し
た
。「
日
誌
」
に
は
、
川
上
の
名

前
が
出
て
こ
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
接
触
が
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
書
簡
の
書
か
れ
た
年
代
か
ら
い
っ
て
、
こ
の

年
に
展
開
さ
れ
た
大
阪
で
の
運
動
の
成
果
の
一
つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

因
み
に
、
こ
の
書
簡
を
託
さ
れ
た
廣
瀬
源
三
郎
は
京
都
の
実
業
家
で
あ
る
が
、
当
時
は
新
島
宅
に
設
け
ら
れ
て
い
た
同
志
社
大

学
創
立
事
務
所
で
書
記
を
務
め
て
い
た

４
。
封
筒
に
は
住
所
の
記
入
が
な
く
、
新
島
は
廣
瀬
を
使
い
と
し
て
、
書
簡
を
川
上
に
届
け

た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
川
上
宛
新
島
書
簡
に
は
、
徳
富
蘇
峰
に
よ
る
奥
書
と
同
志
社
の
卒
業
生
十
三
名
に
よ
る
添
書
の
二
点
が
と
も
に
残



七
八

新
出
資
料
の
紹
介
「
川
上
左
七
郎
宛
新
島
襄
書
簡
」

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
翻
刻
は
露
口
教
授
に
よ
る
）。

【
徳
富
蘇
峰
に
よ
る
奥
書
】

明
治
二
十
三
年

一
月
念
三
於

大
磯
客
舎
先

生
易
簀
以
来

既
四
十
年
矣

先
生
遺
墨
存

于
人
間
者
甚

稀
築
水
君

須
十
襲
寶
重

云
尓

昭
和
戊
辰
孟
春

蘇
峰
迂
人



七
九

新
出
資
料
の
紹
介
「
川
上
左
七
郎
宛
新
島
襄
書
簡
」

【
同
志
社
卒
業
生
に
よ
る
添
書
】

　
　
　
　

昭
和
三
年
一
月
二
十
三
日

別
帋
書
簡
新

島
先
生
自
筆
に

相
違
な
き
を
証
明
候
也

　
　
　
　

柏
木
義
円

　
　
　
　

野
口
末
彦

　
　
　
　

村
田
勤

　
　
　
　

三
宅
驥
一

　
　
　
　

井
上
権
之
助

　
　
　
　

船
本
務

　
　
　
　

安
田
勝

　
　
　
　

中
山
光
五
郎

　
　
　
　

太
田
九
之
八

　
　
　
　

津
下
紋
太
郎



八
〇

新
出
資
料
の
紹
介
「
川
上
左
七
郎
宛
新
島
襄
書
簡
」

　
　
　
　

小
崎
弘
道

　
　
　
　

水
崎
基
一

　
　
　
　

松
浪
仁
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

拝
見

徳
富
に
よ
る
奥
書
は
、
昭
和
戊
辰
と
あ
り
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
の
内
容
は
、

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
一
月
に
新
島
が
大
磯
で
永
眠
し
て
か
ら
四
十
年
が
経
ち
、
新
島
の
遺
墨
を
持
っ
て
い
る
人
も
少
な

い
な
か
、
こ
の
書
簡
は
「
築
水
君
」
が
大
切
に
持
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
築
水
」
と
は
、
書
簡
の
元
所
蔵
者
の
福
並
定

雄
の
号
で
あ
る
。
こ
の
奥
書
に
よ
っ
て
、当
該
書
簡
が
新
島
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
福
並
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

福
並
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
新
島
書
簡
を
入
手
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
徳
富
に
奥
書
の
揮
毫
を
依
頼
し
た
一
九
二
八
年
は
、

福
並
が
徳
富
の
下
で
仕
事
を
し
て
い
た
時
期
（
大
正
時
代
～
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
頃
）
に
あ
た
る

５
。
な
お
、
徳
富
は
新
島
の

か
つ
て
の
教
え
子
で
、
大
学
設
立
運
動
に
献
身
的
な
協
力
を
し
た
人
物
で
あ
る
。
当
初
「
明
治
専
門
学
校
」
と
称
し
て
い
た
大
学

名
を
、
明
快
に
「
同
志
社
大
学
」
に
す
べ
き
と
進
言
し
た
の
は
徳
富
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
島
の
大
学
構
想
と
同
志
社
に
お
け
る

教
育
の
目
的
な
ど
が
論
じ
ら
れ
、
大
学
設
立
へ
の
協
力
を
世
間
に
よ
び
か
け
た
「
旨
意
」
を
新
島
の
代
筆
で
起
草
し
た
の
も
ま
た

徳
富
で
あ
っ
た
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
一
八
八
八
年
十
一
月
の
「
旨
意
」
発
表
以
降
、
大
学
設
立
運
動
は
こ
の
「
旨
意
」
に
基
づ

い
て
展
開
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
範
囲
も
全
国
的
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
民
友
社
が
発
行
し
た
雑
誌
『
国
民
之
友
』
の
誌
上

で
は
、
第
三
十
四
号
で
「
旨
意
」
全
文
と
寄
附
金
募
集
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
後
、
募
集
締
切
ま
で
の
間
、
応
募
状
況
の
概
要
が
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連
載
さ
れ
た
。
特
に
東
京
方
面
で
の
運
動
は
『
国
民
之
友
』
を
一
つ
の
媒
体
と
し
て
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
推
進

し
た
徳
富
は
、
病
躯
を
お
し
て
大
学
設
立
運
動
を
継
続
し
た
新
島
に
と
っ
て
の
よ
き
理
解
者
で
あ
り
、
協
働
者
の
一
人
で
あ
る
。

当
該
書
簡
の
奥
書
を
依
頼
す
る
相
手
と
し
て
は
、
蘇
峰
は
最
適
の
人
物
と
い
え
る
。

同
志
社
卒
業
生
に
よ
る
添
書
に
も
「
昭
和
三
年
一
月
二
十
三
日
」
と
あ
る
が
、
こ
の
日
付
部
分
は
切
り
貼
り
さ
れ
て
お
り
、
後

に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
添
書
が
書
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
添
書
の
内
容
は
、
書
簡
が
新
島
自
筆
の

書
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
自
筆
で
署
名
し
て
い
る
十
三
名
は
、
い
ず
れ
も
同
志
社
の
卒
業
生
で
、
一
八
七
九
（
明
治

十
二
）
年
の
第
一
回
卒
業
生
の
一
人
で
あ
る
小
崎
弘
道
を
は
じ
め
と
し
、一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
に
卒
業
し
た
津
下
紋
太
郎
、

水
崎
基
一
ま
で
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
卒
業
年
代
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の
の
、
全
員
が
同
志
社
在
学
中
に
新
島
襄
に
接
し

て
お
り
、
新
島
の
筆
を
保
証
で
き
る
人
物
達
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
軸
一
点
と
添
書
一
点
と
が
、
一
つ
の
箱
に
収
め
ら
れ
た
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
新
島
書
簡
と
、
そ
れ
に
付
属
す

る
二
点
の
資
料
（
奥
書
、
添
書
）
で
あ
る
が
、
付
属
資
料
は
と
も
に
、
書
簡
が
新
島
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
奥
書
で
は
福
並
が
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う
来
歴
も
示
し
て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
所
蔵
し
て
い
る
新
島
襄
書
簡
（
和
文
）

の
な
か
で
も
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
鑑
定
書
付
き
の
書
簡
は
珍
し
く
、
本
資
料
は
書
簡
と
セ
ッ
ト
で
保
存
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。
本
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
箱
に
は
、「
贈
従
四
位
新
島
襄
先
生
書
翰　

徳
富
先
生
奥
書
ア
リ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

徳
富
に
奥
書
を
揮
毫
し
て
も
ら
っ
た
後
に
、
福
並
に
よ
っ
て
新
島
書
簡
と
奥
書
が
軸
装
さ
れ
、
箱
も
誂
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

書
簡
の
由
来
を
明
確
に
し
た
の
は
、
資
料
が
自
身
の
手
元
か
ら
離
れ
た
際
の
こ
と
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
徳
富
の
奥
書

に
も
あ
る
よ
う
に
、
福
並
が
大
切
に
保
存
し
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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注１ 

『
東
京
朝
日
新
聞
』（
東
京
朝
日
新
聞
発
行
所
、
一
九
一
七
年
十
月
二
十
三
日
朝
刊
）。

２ 

新
島
襄
「
大
学
募
金
日
誌
」（
新
島
遺
品
庫
収
蔵
資
料
上
〇
〇
五
四
）。『
国
民
之
友
』
第
三
巻
第
三
十
四
号
（
民
友
社
、
一
八
八
八
年
十
一
月

十
六
日
発
行
）。

３ 
「
同
志
社
大
学
設
立
募
金
日
誌
」『
新
島
襄
全
集
』
五
（
同
朋
舎
出
版
、一
九
八
四
年
）
四
三
四
頁
。
な
お
、大
阪
で
の
大
学
設
立
運
動
に
関
し
て
は
、

太
田
雅
夫
「
広
瀬
宰
平
・
伊
庭
貞
剛
と
新
島
襄
―
大
学
設
立
運
動
を
中
心
に
―
」『
同
志
社
談
叢
』
二
十
九
（
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
九
年
）
に
詳
し
い
。

４ 

『
同
志
社
時
報
』
百
七
十
四
号
（
同
志
社
時
報
社
、
一
九
二
〇
年
）。
広
瀬
源
三
郎
「
同
志
社
大
学
募
金
会
計
報
告
」（
新
島
遺
品
庫
収
蔵
資
料
上

〇
〇
六
〇
）。

５ 

二
〇
一
二
年
九
月
二
十
五
日
、
西
村
守
史
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。




